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都市にいきづく　懐かしい夏の香り『墓店』 都市にいきづく　懐かしい夏の香り『墓店』 
●牛滝山大威徳寺 

　『墓店』は、毎年お盆の８月１３日に行われる町
内で最も規模の大きな夜店です。（名称から墓石な
どの見本市と勘違いされる方多くおられるようです
…） 
　はじまりは昭和初期といわれています。 
　忠岡では、お盆（１３日）のお墓参りには、昼の
厳しい日差しを避け、夕刻から夜間にかけて行う習
慣がありました。その参道ともいえる道沿いに夜店
が１軒、２軒…とできてきたのがはじまりだと伝え
られています。 
　 
　いまでは、忠岡の中心街を貫く忠岡本通り線の府
道堺阪南線交差点から忠岡墓地まで約５００メートル
の両側にわたって数多くの露店がびっしりと並びます。 
　とりわけ、午後７時から９時の間は、この広い道
も、大混雑となって前にもなかなか進めないくらい
となり、この行事の人気をあらわしています。 
 

時代は大きく様変わりしても、 
　　いつまでも生きつづける伝統行事 
 
　沿道には、浴衣姿の家族連れをはじめ、恋人同士、
ローソクの燈った灯篭を片手に墓に向かうお年寄り
の姿だけでなく、最近は、外国からのお客様の姿も
見られるようになりました。 
　何より、遠くの地に転勤や嫁いだ人々にとっても、
懐かしい故郷の香りを感じることができる、帰省の
大きな楽しみのひとつとなっています。 
　近年では、盆踊り大会が同じ１３日に開催されるよ
うになって、今までの『墓店』のにぎわいに威勢の
よい音頭も加わってより楽しいイベントとなり、そ
のにぎわいは夜遅くまで夏の夜空に響いています。 
　 
　時代は大きく様変わりしても、いつまでも生きつ
づける伝統行事…『墓店』…。町では、『墓店』が
終わると、楽しかった夏
に別れを告げ、夜空に秋
の気配が感じられます。 

　南海岸和田駅から牛滝山行きの南海バスに乗って約

50分、終点の牛滝山バス停で降りると、牛滝山大威徳

寺の門前に着きます。大威徳寺は、役行者が開創した

と伝えられる古刹（古い由緒ある寺）で、平安時代に

は弘法大師や比叡山の恵亮和尚がこの地で修行したと

伝えられています。牛滝山の山号は、恵亮和尚が山内

の滝で修行中に、牛に跨った大威徳明王が出現したと

いう伝承から名づけられたものです。 

　和泉葛城山脈から金剛山・大和葛城山・二上山へと

連なる山系一帯は、古くから修験道の霊場とされ、室

町時代にはこの山中に役行者が法華経を埋納したとい

う葛城28宿が定められて、多くの修験者が回峰しまし

た。大威徳寺はその霊場の一つとされています。本堂

は山頂から下ってくる修験者を迎えるように、山頂方

向に開かれています。 

　江戸時代までは、天台宗と真言宗の両方に属し、境

内には多くの坊・院が立ち並んでいましたが、明治末

期以後は天台宗のみとなり、現在は本堂・多宝塔など

わずかな堂舎を残すのみです。多宝塔は室町時代の建

立で、国の重要文化財に指定されています。また、境

内一円は古くから紅葉の名所として知られ、多宝塔が

紅葉に映える姿は今も多くの人々を魅了しています。 

　大威徳寺山門をくぐってすぐ右に分岐する道は、和

泉葛城山頂方面への登山道です。この道は、１町（約

109ｍ）ごとに路傍に石仏（地蔵）が立っており、「地

蔵さん道」とよばれています。また、近くには温泉宿

泊施設「牛滝温泉いよやかの郷」もあり、登山後の汗

を流すこともできます。 

▼お問い合わせ先▼ 
岸和田市教育委員会郷土文化室 

ＴＥＬ　０７２－４２３－９６８９ 

● お問い合わせ先 ● 
忠岡町町長公室総合調整担当 

ＴＥＬ：０７２５－２２－１１２２（内線 １３７） 
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